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近年交通事故死者数は減少傾向にあり，歩行者が安心して歩けるような空間の創出が求められている． 
そこで本研究では，そのような歩行環境について明らかにするために，「ながら歩き」をしている歩行

者に着目して分析を行った．その結果，ながら歩き歩行者と通常の歩行者との比較から，ながら歩きをし

ている歩行者は路側帯内を多く歩行しており，さらに建物側を歩いていることが明らかになった．これら

は，注意力が散漫な状態で歩行可能な空間は，単断面の道路で非常に限定的であることを示したものであ

ると考えられる． 
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1. はじめに 
 
我が国では，交通事故の削減を目的として様々な交通

安全対策が実施されており，安全に歩けるような歩行空

間の創出が図られてきた．その結果，平成 23年におけ

る交通事故死者数が 4,612人と年々減少傾向にある1)．中

でも住宅地においては，歩行者優先の理念のもとコミュ

ニティ・ゾーンやあんしん歩行エリア等の対策が進めら

れ，交通安全上の効果を上げている2)．しかしその一方

で，住宅地内の狭幅員の街路であっても十分に減速せず

走行する自動車の存在や通過交通の流入も依然として見

られ，一定の安全は確保されながらも危険を感じている

歩行者は依然として多い状況にある3)．交通事故死者数

が年々減少傾向にある中，「安全」の次なる段階として

「安心」して歩けるような歩行空間の創出が課題となっ

てくる． 
歩行者の安全・安心を高める一般的な方策としては，

歩道の設置等の対策が講じられる場合が多い．しかしな

がら，住区内の街路の多くは歩道の設置が困難な狭幅員

の街路であることから，このような街路においては歩車

が空間を共有しつつも，自動車交通の抑制を通じて歩行

者が自動車を過度に意識することなく安心して通行可能

な空間を確保することが必要であると考えられる． 
これまでにも歩行者の安心に着目した研究は行われて

おり，交錯時の危険感を相対速度と相対位置から説明す

るモデルを作成した研究4)や，自動車の走行位置・速度

と歩行者の恐怖感の関連を明らかにした研究5)，対向車

とのすれ違い時のストレスについて検討した研究6)等が

見られている．しかしながら前述のような空間の創出に

向けて，歩行者が安全について煩うこと無く通行可能な

歩行空間の広がりについてはまだまだ検討されていない． 
そこで本研究では，このような歩行空間の広がりにつ

いて理解するために，「ながら歩き」をしている歩行者

の歩行挙動，とりわけ歩行位置に着目して分析を行うこ

ととした． 
一般的にながら歩きをしている歩行者は，計らずもそ

の歩行に付随する「ながら」の動作に意識が集中しやす

い．そのため，道路構造や交通状況に応じて，周辺交通

に対して注意を払わずとも衝突することなく歩行可能な

位置を自然に選択しているものと考えられる． 
この「ながら歩き」歩行者が選択する歩行位置につい

て分析することで，歩行者が自動車を過度に意識するこ

となく安心して歩けるような歩行空間の広がりについて

検討することとし，この歩行空間の広がりと道路構造や
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交通状況との関係について明らかにすることを目的とす

る． 
 
 
2. 使用データ 
 
(1) 調査対象街路 

単断面道路における歩行者の歩行位置を捉えるため，

歩道のない住区内街路においてビデオ観測調査を実施し

た．今回調査を実施した街路の断面構成は以下の通りで

ある（車道幅員3m，路側帯幅員各1.1m，0.9m）．歩行者

の歩行位置には主として幅員，線形，見通し，自動車交

通，歩行者交通等が影響を及ぼすものと考えられる7)が，

本研究では線形，見通しの影響を除外するため，見通し

の良い直線の街路を選定した．また，交差点付近では交

差道路からの影響も想定されるため，調査対象とした街

路の単路区間中央で調査対象区間（30m）を定め，その

区間での歩行者挙動を把握している．  
 

(2) 分析対象歩行者 

歩行者の歩行位置特性を捉えるためには，歩行者が他

の歩行者や自転車からの影響を受けることなく自由に歩

行位置を選択できることが重要となる．そこで本研究で

は，前述の調査対象区間において，区間内で横断するこ

となく直進した歩行者を抽出し，その中でも他の歩行者

や自転車と対向がなく，かつ他の歩行者と並んで歩行せ

ず単独で歩行している歩行者を分析対象サンプルとした．

その結果，現段階で113のサンプルが得られている．な

お分析対象の歩行者については，歩行速度(m/s)，歩行動

線，歩行位置(cm)，自動車とのすれ違い時の歩行位置

(cm)，性別，年代，調査対象区間を通過するまでのすれ

違った自動車台数(台)，自動車区間平均走行速度(km/h)，
歩車間のすれ違い幅(cm)をビデオ映像から読み取ってい

る．歩行位置については，調査対象区間中央部に観測横

断面を定め，道路端を基準（0cm）としたときの歩行位

置を10cm単位で読み取っている． 

(3) 「ながら歩き」について 

集団歩行者と携帯機器使用者に着目して歩道のサービ

スレベルを検討した研究8)を参考に，ながら歩きの動作

を表-1の通りに定義した． 
表-1で定義したもの以外のながらの動作（タバコを吸

いながら，飲食をしながら等）については当該路線で観

測されていない．そして，上記の定義以外の歩行を「通

常歩行」としている．これらの定義に基づき，113のサ

ンプルを分類した結果を図-1に示す．ながら歩きの中で

最も観測された行為は「携帯機器を操作しながらの歩

行」であり，続いて「音楽を聴きながらの歩行」が見ら

れている．「通話をしながらの歩行」についてはほとん

ど観測されていない． 
 
 
3. 「ながら歩き」歩行者の歩行特性 

 
まず，ながら歩き歩行者の歩行特性について明らかに

するために，本章では通常歩行者とながら歩き歩行者の

比較を行う．なお，以下の分析では，ながら歩き歩行者

の中でも「ながら」の動作の違いによって歩行特性は大

きく異なることが想定されるため，最も注意力が散漫と

なっていると考えられる「携帯機器を操作しながらの歩

行者」に着目して分析を行なっている．  
まず，通常歩行者と携帯機器を操作しながらの歩行者

の歩行速度について集計した結果を図-2 に示す．また，

t検定を行った結果についても併記する． 
図より，携帯機器を操作しながらの歩行者のほうが通

 

表-1 「ながら歩き」の定義 
 
「ながら」の動作 定義 

携帯機器を操作し

ながらの歩行 

顔を液晶画面に向けながら歩いてい

る歩行者 

通話をしながらの

歩行 

通話の有無に関わらず，携帯電話を

耳にあてている歩行者 

音楽を聴きながら

の歩行 

使用の有無に関わらず，ヘッドホ

ン・イヤホンを着用している歩行者

71.7%

19.5%

8.0% 0.9%

通常歩行

携帯機器を操作し

ながらの歩行
音楽を聴きながら

の歩行
通話をしながらの

歩行

(n=113)
  

写真-1 携帯機器を操作しながら歩く歩行者 図-1 ながら歩き歩行者のサンプル分類結果 
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常歩行者に比べて歩行速度が遅くなっている．これは携

帯機器の操作により歩行への意識が低下していることに

よるものだと考えられる． 
続いて，ながら歩きによる歩き方への影響について明

らかにするために，図-3の通り歩行動線を分類した．

そしてその分類に基づき，歩行者の動線を集計した結果

を図-4に示す．なお，自動車交通からの影響を除外す

るため，調査対象区間内において自動車交通とのすれ違

いがあった歩行者は集計から除外している． 
図より，サンプル数の都合上統計的な検定は行えて

いないが，通常歩行者と携帯機器を操作しながらの歩行

者で動線の構成比に大きな差は見られない．そして，両

歩行形態ともに直進（路側帯）の割合が最も高くなって

おり，直進（車道）については通常歩行者でしか見られ

ていない． 
そして，両歩行形態の歩行位置について集計した結

果が図-5である．また，t検定を行った結果についても

併記する．歩行動線に関する集計と同様，自動車交通と

のすれ違いがあった歩行者は集計から除外している． 
図より，携帯機器を操作しながらの歩行者の方がよ

り建物側を歩行している傾向にあり，統計的に有意な差

が見られている．具体的には，通常の歩行者と比べ約

17cmほど建物側を歩行している結果となった．また，

通常歩行者については車道外側線を超え車道部を歩行し

ている歩行者もわずかであるが見られている一方で，携

帯機器を操作しながらの歩行者については見られていな

い．これらは，歩車が混在する単断面道路において携帯

機器を操作するような周辺交通への注意を払わない状態

で歩行するためには，普通に歩くよりもさらに道路端を

歩く必要があり，「ながら歩き」は非常に限られた空間

のみで可能であることを示したものと考えられる． 
 
 
4. 自動車交通と「ながら歩き」歩行者の関係 

 
前章の歩行位置に関する集計から，携帯機器を操作す

るような前方を過度に注意せず歩くためには，通常の歩

行よりも約17cmほど車道外側線から離れて建物側を歩

行する必要があることが明らかとなった．また，これら

歩行位置は自動車交通から大きな影響を受けること想定

される．そこで本章では，自動車交通と「ながら歩き」

歩行者の歩行位置の関係を明らかにすることで，歩行者

が自動車を過度に意識することなく通行可能な空間の広

がりと交通状況の関係について検討する．  
前章までと同様，携帯機器を操作しながらの歩行者を

対象として，調査対象区間を単独で歩行していた歩行者

と，同区間で自動車交通とのすれ違いがあった歩行者の

歩行位置を集計した．その結果を図-6に示し，t検定を

行った結果についても併記する．ただし，単独歩行者に

ついては区間中央部での歩行位置であることに対し，す

れ違いがあった歩行者についてはすれ違い時の歩行位置

直進(路側帯) 直進（車道）

迂回 回避

寄り 出し  

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

0.7 0.8 0.9 1 1.1 1.2 1.3 1.4 1.5 1.6 1.7 1.8

通常歩行(n=81)

携帯機器を操作しなが

らの歩行(n=22)

(m/s)  
ｎ 平均 標準偏差 両側Ｐ値

通常歩行 81 1.45 0.29

携帯機器を操作
しながらの歩行

22 1.26 0.20
0.001**

 

 

図-2 通常歩行者と携帯機器操作者の歩行速度 

図-3 設定した歩行動線 

0% 20% 40% 60% 80%

直進

（路側帯）

直進

（車道）

迂回

回避

寄り

出し

通常歩行(n=52)

携帯機器を操作しな

がらの歩行(n=14)
 

図-4 通常歩行者と携帯機器操作者の歩行動線 
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5. おわりに の値を用いて集計している． 
 図より，すれ違いがあった歩行者の方が建物側を歩行

している傾向にあるが，統計的に有意な差は見られてい

ない．これは，携帯機器を操作しながらの歩行者は自動

車の存在を問わず予め自動車交通に注意を払う必要のな

い歩行位置を選択しており，その結果差が生じていない

可能性が考えられる． 

本研究では，ながら歩き歩行者の中でも特に携帯機器

操作をしながら歩いている歩行者に着目し，その歩行特

性について検討した．その結果，携帯機器を操作しなが

ら歩いている歩行者の歩行速度は通常の歩行者よりも遅

くなっていることが確認されている．また，歩行動線に

ついては両歩行者群に差は見られていないものの，歩行

位置については携帯機器を操作しながら歩いている歩行

者の方が通常歩行者よりも建物側を歩行していることが

明らかとなっている．これらは，注意力が散漫な状態で

歩行可能な空間は，単断面の道路上で非常に限定的であ

ることを示したものであると考えられる． 
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図-5 通常歩行者と携帯機器操作者の歩行位置分布 

また，携帯機器を操作しながら歩いている歩行者の歩

行位置を自動車交通の有無別に集計したところ，自動車

混在時における歩行位置の方がやや建物側を歩行してい

る結果であったが有意な差は見られていない． 
今後は，引き続き観測調査を実施しサンプル数を確保

することで自動車交通と「ながら歩き」歩行者の関係を

明らかにするとともに，観測対象路線を追加し路側帯幅

員を始めとする街路空間の特性が「ながら歩き」に及ぼ

す影響について検討する予定である． 
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